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• 玄海原子力発電所周辺の放射線及び放射能を監視するため、玄海原子力発

電所１号機運転開始前の昭和４７年度から実施しています。

• これまでの調査では、玄海原子力発電所が原因と考えられる放射線及び

放射能の異常は確認されていません。

• この調査では、専用の機器を使って、主に大気中の放射線（①）と、野菜や魚、

水や土などの環境試料に含まれる放射性物質の量（②） 、大気中の塵に含ま

れる放射性物質の量（③）を測っています。

環境放射能調査について
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①空間放射線の測定地点

※ この他、発電所敷地内に九州電力の
常時監視地点としてモニタリングポスト
が4地点、放水口モニタが3地点ある。 2

モニタリングポスト
【今村局：玄海町】

走行サーベイ車

常時監視地点※

1 今村局 14 加倉局

2 平尾局 15 呼子局

3 串局 16 馬渡島局

4 先部局 17 加唐島局

5 外津浦局 18 向島局

6 京泊先局 19 小川島局

7 屋形石局 20 二タ子局

8 大良局 21 山本局

9 諸浦局 22 波多津局

10 入野局 23 田野局

11 寺浦局 24 相知局

12 名護屋局 25 松浦局

13 石室局 26 立花局

1 今村局

2 平尾局

3 串局

4 先部局

5 外津浦局

6 京泊先局



②環境試料、③大気浮遊じんの主な採取地点
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① 空間放射線
空間線量率、放水口計数率の測定結果において、微小な変動がありましたが、

降雨の影響であることを確認しました。

② 環境試料中の放射能
海水の一部の試料でトリチウムが、また海底土の一部でストロンチウム90が調査めやす

値を超過しましたが、ごく微量であり、健康へ影響を与えるものではありませんでした。
その他の試料の測定結果は、いずれも平常値でした。

③ 大気浮遊じん中の放射能
いずれの地点も放射性物質は検出されませんでした。

まとめ

 令和７年４月～令和７年9月における玄海原子力発電所周辺地域での
環境放射能調査において、玄海原子力発電所が原因と考えられる放射線
や放射能の異常はありませんでした。
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① 空間放射線の調査のうち、空間線量率の測定結果において、

微小な変動がありましたので、その原因を詳細に確認しています。

令和７年４月～令和７年9月の調査結果



0 0.1

先部局 （令和７年４月～令和７年9月）

① 空間放射線の測定結果（先部局）
空間線量率（NaI(Tl)シンチレーション式検出器）

測定値 平均値 過去最大値

0.0２9 ～ 0.084 0.032 0.10８

（単位：µGy/h）
マイクログレイ/時

先部局の
測定結果

避難基準値

R７.4月～9月
の最大値
(0.084)

調査
めやす値(※)
（0.043）

過去最大値
(0.10８) 微小な変動

調査めやす値（※）を超えた場合は詳細調査を実施

事故時の避難基準 （20ﾏｲｸﾛｼｰﾍﾞﾙﾄ/時間）

の約２００分の１（非常に低い）

※ 過去の測定結果をもとに、測定値が通常より高いことを判断する基準としている値です。
測定結果がこの値を超えるような場合には、原因を詳細に調査します。

0 ５ 10 15 20
ﾏｲｸﾛｼｰﾍﾞﾙﾄ/時間

5



（降雨に伴う値の変動例）
【令和7年8月9日15時 ～ 8月10日14時】
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降雨の影響調査

① 空間放射線の測定結果（先部局）の詳細調査
空間線量率（NaI(Tl)シンチレーション式検出器）

令和7年度

空間線量率は、降雨が確認された時間帯に一時的に上昇しており、

その要因が降雨の影響であることを確認しました。

測定結果のうち「調査めやす値」を超えたものは、

全体の約2％でした。

調査めやす値を超えたその他の地点についても、

同様に、降雨の影響であることを確認しています。

先部局

空間線量率（µGy/h）
マイクログレイ/時

調査めやす値

8月10日3時

調査めやす値

マイクログレイ/時

空間線量率（µGy/h）

空間線量率（µGy/h） 雨（mm）8月10日3時

雨（mm）

雨（mm）
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